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この分析結果について評釈してください。さらに検討すべき点があれば指摘してくだ

さい。 

Gemini 3 Deep Think 

提示されたレポートは、2025 年末〜2026 年の市場環境（中国の圧倒的シェア、米国

のソフトウェア主導、日本のハードウェア優位性の揺らぎ）を非常に高い解像度で捉

えた、質の高い分析資料です。特に、従来の「技術の日本」というステレオタイプから

脱却し、**「物理 AI（Physical AI）の米国 vs 量産と実装データの中国」**という新し

い対立軸の中に日本を位置づけ直している点は高く評価できます。 

この分析をさらに実効性の高い戦略資料とするために、**評釈（高く評価すべき点）

と、意思決定の材料としてさらに検討・補強すべき点（盲点となっているリスク）**を以

下に指摘します。 
 

1. 分析結果への評釈（Evaluation） 
• 「中国の質的転換」の適確な指摘 

中国市場について、単なる「需要地」から「自給自足の巨大エコシステム」への

転換（国産比率の向上、1 兆元ファンド等）を指摘している点は決定的に重要

です。「安かろう悪かろう」ではなく、膨大な導入台数（世界シェア 54%）が生む

**「データによる AI 性能の向上」**のループが回っていることを直視しており、

現状認識として非常に正確です。 

• 日米の「市場規模」の構造的差異の示唆 

導入台数は日本が多いにもかかわらず、金額規模で米国が圧倒的（131 億ド

ル vs 28 億ドル）である点を示したデータは示唆に富みます。これは、米国市

場がハードウェア単体ではなく、軍事・医療・システム統合（SI）を含めた**「高
付加価値ソリューション」**でマネタイズしている実態を浮き彫りにしています。 

• iRobot 社の事例の戦略的意味 

米国家庭用ロボットの象徴である iRobot 社の経営難と買収観測に触れてい

る点は、「製造基盤を持たないイノベーション（Fabless）」の限界を示唆する象

徴的なトピックであり、米国の弱みを語る上で欠かせない視点です。 



 

2. さらに検討・深掘りすべき点（Points for Further Consideration） 
レポートの結論をより強固にし、具体的なアクションに繋げるために、以下の 4 点の

追加検討を推奨します。 

① 「AI がハードウェアの精度を補う」パラダイムシフト（日本の最大リスク） 

レポートでは日本の対策として「モジュール化」が挙げられていますが、より本質的な

技術的脅威への考察が必要です。 

• 論点: 最新の AI 制御（End-to-End 学習や Sim-to-Real）は、**「剛性の低い

安価なギアやガタつきのある筐体（中国製ハード）であっても、ソフトウェア側

で誤差を補正して滑らかに動かす」**ことを可能にしつつあります。 
• 懸念: これが進むと、日本製の「高価だが高精度なハードウェア」は過剰品質

とみなされ、コストパフォーマンスで中国製＋米国製 AI の組み合わせに駆逐

される恐れがあります。この「ハードウェア価値の毀損」への対抗策が必要で

す。 
② EV（電気自動車）産業とのサプライチェーン融合 

中国の強みである「低コスト・量産力」の源泉について、EV 産業との融合を明記する

と分析に深みが出ます。 
• 指摘: ロボットの主要部品（バッテリー、モーター、センサー、AI チップ）は EV

と共通です。中国は EV で築いた世界最強のサプライチェーンをロボットに転

用することで、他国が追随できないレベルのコストダウンを実現しています。日

本のロボット戦略において、自動車産業との連携がなぜ不可欠かの裏付けと

なります。 
③ 市場データの定義統一と「隠れた競争力」の可視化 

「4. 市場規模」の比較において、日米の定義（ハードウェア単体 vs SI・サービス込

み）が異なっている可能性が高いです。 

• 提案: 「ロボット本体市場」と「SI・サービス市場」を切り分けて比較すべきで

す。そうすることで、日本の隠れた強み（現場への擦り合わせ能力＝SI 力）

や、逆に米国の強みである RaaS（Robot as a Service）モデルの収益性がよ

り鮮明になります。 
④ 標準化と「ブロック経済化」の影響（グローバルサウスの争奪） 

米中対立下において、ロボット市場も「通信・セキュリティ規格」によって分断される可

能性があります。 



• 論点: 日米欧（西側標準）と中国（独自標準）が分かれる中、これからの成長

市場であるインド、東南アジア、アフリカ（グローバルサウス）はどちらの規格を

採用するのか。価格優位性のある中国製がグローバルサウスを席巻した場

合、日本企業は市場のパイを大きく失うリスクがあります。 
総括 
本レポートは、2026 年時点の勢力図として**「中国の量的覇権、米国の頭脳（AI）覇
権、日本のニッチ（信頼性）生存」**という構図を的確に描いています。 

これを踏まえ、日本企業の戦略としては、単にハードウェアを売るだけでなく、「AI に
よるハードウェア価値の低下」を前提としたビジネスモデルの転換（例：特定の作業デ

ータに特化したプラットフォーム化や、セキュリティ・信頼性を担保する認証ビジネスな

ど）が必要である、という結論へ導くと、より建設的な提言になるでしょう。 
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